　「The Death Blow of Abernanit」訳本

　「Abernanitに下さん、必殺の一撃」

　著書：不明

　賢者Geocrates Varnusによる注釈つき

　破壊された胸壁と粉砕された城壁、
　そこらに於いて、かつて〈恐怖〉〔Horror〕（１）崇拝が奉じられていた。
　５０の冬（２）の霜と風の咬み傷が、

　その不浄の門どもにヒビを入らせ穴を穿ち、

その冷酷にして卑猥なる尖塔を崩落させた。

　なべて塵、塵そのものに他ならず。
　血は乾き、叫びは木霊となって消えた。
　Morrowindの極めて荒涼かつ寂寥たる地の丘々の傍に形を成しつつ、

Abernanitの不毛なる屍は横たわる。

みたび祝福されたRangidil（３）が初めてAbernanitを認めた時には、
　それは活動性と永久性によって明るい銀に光かがやいていた。
　熱を帯びる硝子の義眼と〈恐怖〉に授かりし力を具えた、

それを守護する恐ろしげなる者どもの、恐ろしげなる地。
丘々の頂より死の荒野と城砦を注視して、

みずから率いる僅かばかりのOrdinatorとBuoyant Armigerを遥かに越える、
仇敵の数をRangidilは知った。
　屹立しながら、Morrowindの人々の魂に呪詛を吐き出す、
　それこそ、呪わしい邪悪なるAbernanit城なり。
　戦に赴く聖戦士を呼ばわる警報が響いた、
　非道の盾が正義の槍に応えるため、

　前線の勇ましい戦闘に合わせて武装するため。
　Rangidilは固く盾と黒檀の細槍を握り締め、
　そして、合戦の喧騒は響き渡る大轟音に合わせ始まり、
　天上の雲を掻き混ぜ地上に引き下ろさんほどであった。
　盾の壁は砕かれ、血は止められ、
　その戦場こそ、Abernanitの邪悪を打ち砕かんとする、
　Morrowindの戦に違いなかった。
　狂気の大群は、なるほど、武具の扱いに長けていたけれど、
　しかし、〈母〉・〈君主〉・〈魔術師〉（４）の聖なる３の拳は、
　突撃に次ぐ突撃によって、魔物の軍勢を押し戻していった。
　Dagoth Thras（５）彼みずから悪辣なる塔の尖頂に立つ姿を、

　Rangidilは高みから見て取り、守りを固めるよう軍に促しつつ、
　そして、彼は知っていた、邪悪の中心が捕えられて初めて、
　この地に永久の平安は正しく訪れるだろうことを。
　かくして、彼はMorrowindの〈寺院〉〔Temple〕と聖なるTribunalに誓った、
　Abernanitの塔を攻め落とさんことを。

　荒々しい猛攻によって塔の基部を刺し貫くけれども、

　しかし、その尖塔を崩さんとする在らゆる努力は無に帰した、

　あたかも〈恐怖〉の全力によって、その塔は支えられているかのようであった。
　上に至る吹き抜け〔の階段〕は険しく何とも窮屈にて、
　２人の戦士が肩を並べて上れないほどであった。
　そのため、軍勢は１人ずつの縦隊でもって一歩一歩と上って行った、
　塔室〔tower room〕に辿り着き、AbernanitのDagoth Thrasという、
　Morrowind史の内で最も劣悪かつ冷酷なる暴君の１人の支配を終えるために。
　塔を上って行った第一軍からの勝どきを人々は待っていたけれど、

　しかし、返るものは静寂、そして血ばかり、
　その最初には小川に過ぎなかったものは緋色の水流に変じて、
　険しい吹き抜け〔の階段〕に注がれ下った、
　「Dagoth Thrasは我々の軍勢を１人ずつ平らげている！」という階上の叫びに合わせて。

Rangidilは配下の軍勢を呼び戻し、
OrdinatorとBuoyant Armigerの全軍そして彼みずから階段を上って行った、
　Morrowindの内で最上の戦士たちの血に塗れた遺体を過ぎながら、
　Abernanitの塔室に辿り着くために。
　高巣に住まう死の鴉のごとく、Dagoth Thrasは、

　血まみれの盾と剣を構えながら、塔室の扉の傍に立っていた。
　どれだけRangidilが槍を突こうとも、それは容易に防がれてしまった。
　どれだけRangidilが剣を振ろうとも、それは横に逸らされてしまった。

どれだけRangidilが戦棍を打とうとも、それは盾に迎えられてしまった。
如何なる弓の早射ちであれ、それは〔自軍を〕有利にするものではなかった。

　その魔物の並ならざる力は恐ろしい祝福に由来するため、
　Morrowindに見出される如何なる戦士の如何なる武具であれ、
　Abernanitの盾を突破すること能わなかった。
　時の過ぎるに連れて、Rangidilは分かってきた、
　どうして彼の素晴らしい戦士たちはDagoth Thrasによって命を絶たれてしまったのかを。
Dagoth Thrasは彼らの攻撃を防いで疲労困憊させることによって、
　それから、そうして弱ってしまったところを、ただ切り伏せたに過ぎないのだ。
　その悪漢は粘り強く、盾の扱いに長けており、

　Rangidilは、その強靭なる両腕が痺れてくるようにさえ感じてきた、

　何れの一撃であれDagoth Thrasが先んじて防いでしまう一方にて。
　Rangidilは恐れた、Morrowindの聖なる３柱の加護なく、
　Abernanitの塔に命を落としてしまうかも知れないことを。
　だが、それでも、こうして叫びつつ彼は幾撃も加えた、
　「敵よ、私はRangidil、〈真なる寺院〉の王子である。
　私は幾度もの合戦を、幾人もの戦士と戦ってきた、
　彼らは私の刃を止めんとして、そして失敗に終わってきた。
　ほんの僅かばかりの者達のみが、私の企図する一撃を予想できた、
　そして、もっと僅かばかりの者達のみが、その意図を止めるための術を知っていた、
　あるいは、私の在らゆる打ち込みを和らげるための力を持っていた。

　Morrowindの何処であれ、Abernanit城の此処よりも、

盾でもって身を守る術に長けた匠は存在しない。
　私の敵よ、闇の王Dagoth Thrasよ、私を殺す前に、
　私は請いたい、その守りは如何に為し得るものかを。」
　邪ながらも誇り高いDagoth Thrasは、そのRangidilの嘆願を聞き入れ、
　そして、〈寺院〉の勇者のハラワタを抜き取る前に、
Rangidilの本能と反射が、彼の動作が始まるに合わせて如何に作用するものかという、

冥土の土産の知識を与えてやることに決めて、
その説明を始めたところ、Rangidilの振る舞いが以前のそれではないと気づき、
　そして、見つめ、途方に暮れていたところ、Rangidilは、

このMorrowindの物語が呼ばわるところのもの、「必殺の一撃」を加えたのであった。
　（１）〈恐怖〉とは、Daedraの王子Mehrunes Dagonを指し示す。

　（２）「５０の冬」とは、この叙事詩が、第３時代１５０年に於ける〈Abernanit包囲〉〔Siege of Abernanit〕の５０年後に著されたことを示唆するものである。

（３）「みたび祝福されたRangidil」とは、第２時代８０３年に生まれ第３時代１９５年に死んだRangidil Ketilである。彼は〈寺院〉のOrdinatorの指揮官であり、「みたび祝福された」とは、Tribunalの神々に祝福されたということである。
（４）「〈母〉・〈君主〉・〈魔術師〉」とは、Almalexia・Vivec・Sotha Silから構成されるTribunalを指し示す。
（５）「Dagoth Thras」とは、有力なるDaedra崇拝者であった。その出自は知られておらず、その姿を消した一族の血を引くという証拠を殆んど持たないけれど、みずから〈第６の名家〉〔Sixth House〕の末裔であると公言していた。
